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１．目的と特徴 
当プロジェクトは，国際交流サークル YJK（Y 山口で J 自由な K 国際交流）の参加者，交流活動に興味のある

人たちで運営される。プロジェクト参加者で 1 か月ごとにテーマを決め，そのテーマにそった交流イベントを企

画する。当プロジェクトの特徴はイベントごとに企画者・参加者両方が流動的に変わるスタイルを基本とし，テ

ーマもイベントもメンバーで自由に自発的に自然発生的に決めていくところにある。当プロジェクトのルールに

従い，テーマにそった専門家を招く講演会をしたり，地域の方と一緒に交流するイベントを行ったりするなど自

由に決めていく。 
 
２．イベント 

 4 月 茶話会  15 人が参加 
 5 月 新メンバー交流会 テーマは国際交流 37 人が参加 
 6 月 料理交流会 テーマは異文化 39 人が参加 
 7 月 BBQ テーマは協力 43 人が参加 
 8 月 キャンプ テーマは自然 22 人が参加 
 8 月 asia college 2013 テーマは日韓 41 人が参加 
 9 月 企画会＆懇親会 テーマは後期 32 人が参加 
 10 月 鍋パーティー テーマは日本の秋 54 人が参加 
 11 月 スポーツ大会 テーマは運動 37 人が参加 
 12 月 クリスマスパーティー テーマは聖夜 56 人が参加 
 1 月 おせち作りパーティー テーマは正月 38 人が参加 
 2 月 門司港観光 テーマは観光 36 人が参加 
 3 月 来期企画会 テーマは来期 29 人が参加 

 
３．活動内容 
各月イベントに関してはイベント終了後に翌月のイベントの小規模企画チームをつくり，そのチームを中心と

してイベントの準備，参加者募集をした。チラシ作り，チラシ配り，会場予約，講演者依頼，地域の人と交流，

必要物品確保，ホームページや Facebook を使った勧誘などなど各月によって準備は異なった。メンバーたちが必

要だと思ったことを最大限盛り込み自由にイベントを企画した。5 月からホームページ作成チームをつくり，毎

週水曜日にホームページ作成をしている。デザイン担当，編集担当，分析担当の 3 つに分かれて活動し，当プロ

ジェクトを裏から支えている。当プロジェクトのイベントは実践型の交流活動を中心として活動してきた。世界

各国の料理を一緒につくったり，自分たちで火を起こし BBQ やカレーづくりをしたり，寝食をともにすること

でより親密な関係になった。留学生，他大学生，地域の方々などさまざまな参加者が集う国際交流の場所となっ

ており，イベント以外でもここで出会った人同士の交流が続いている。たとえば Facebook，LINE などで連絡を

とりあったり，ご飯やおでかけ行ったりなどプライベートレベルの交流も続いている。 



   
 5 月新メンバー交流会，ディスカッション 5 月新メンバー交流会，講演会 
 

   
 6 月料理交流会，チヂミづくり 6 月料理交流会，立食パーティー 
 

   
 7 月 BBQ，焼き場担当 7 月 BBQ，仲良く夕食 
 

   
 8 月キャンプ，カレー 8 月キャンプ，キャンドルサービス 



   
 8 月 asia college 2013，異文化交流 8 月 asia college 2013，宮島にて 
 

   
 ホームページ作成チーム イベント企画風景 
 

   
 9 月企画会＆懇親会，企画風景 9 月企画会＆懇親会，新幹部メンバー紹介 
 

   
 10 月鍋パーティー，鍋を食べる 10 月鍋パーティー，集合写真 



   
 11 月スポーツ大会，バレーボール 11 月スポーツ大会，ドッヂボール 
 

   
 12 月クリスマスパーティー，集合写真 12 月クリスマスパーティー，風船割りゲーム 
 

   
 1 月おせち作りパーティー，調理風景その 1 1 月おせち作りパーティー，調理風景その 2 
 

   
 2 月門司港観光，3 時のおやつ 2 月門司港観光，バナナマンの前で 
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５．後期総括 
後期から本格的な組織化を行って図 2 のように企画者に変化が見られた。 
図 2 は，当プロジェクト当初の目標である『流動的なスタイル』が達成されたことを示している。 

 

 
図 2 企画者の変化 

 
後期からの団体構造改革やマニュアル化が功を制し，代表者山本や初期メンバーがイベントの中心企画者であ

ったが，イベントを重ねるごとに新参加者が企画メンバーに加わる流れが確立していき，最終的には企画メンバ

ーは初期メンバー以外の新参加者のみで運営されるまでになった。 
これによりメンバーたちの自由な発想が形になりやすくなり，月 1!!Global☆，国際交流サークル YJK は盛り上

がりを増していった。 
また，企画者や参加者に関わらずプライベートレベルでの交流が増えたことが大きな収穫であった。メンバー

全体を通して，留学生たちと食事に行ったり，他大学の人とも触れ合う機会が増えたりしたことで当プロジェク

トをきっかけとして学生たちののびのびとした自由な学生生活をサポートできたことに嬉しく思っている。 
出会うことのなかった人たちが当プロジェクトをきっかけとして出会い，交流し，刺激しあうことでまた新し

い何かが誕生し，私たちのまわりがもっともっと盛り上がっていけばと考えている。 
1 年間を通して累計 479 人の参加があった。多くの人たちのご理解とご協力に感謝している。 
高校生，社会人の人も参加や参加希望連絡があったが，現在までの参加者はほぼ大学生中心であった。今後は

さまざまな年齢の人が参加できる団体を目指し活動していく。 
来年度からは大学生以外の人たちも私たちとともにのびのび国際交流できる環境を作っていくことを視野に入

れ活動していく予定である。 
おもしろプロジェクトのおかげで私たちの活動が充実しました。どうもありがとうございました。 


